
  

 

 

１ コロナ禍における目標指標等の推移（平成 30 年度→令和 3 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和 3 年度国際戦略検証委員会における取組み方向 

 

 

 

３ 令和４年度の主な取組みと課題（○：主な取組み ■：課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和５年度の主な取組み（予定） 

 

 

 

「地域の国際化」に向けた施策の展開について 

 在住外国人人口の推移 １ 多文化理解講座の参加者 ２ 若者の海外渡航者数 ４ 卒業生の県内就職率 ３ 外国人留学生の受入数 

 山形県からの価値の発信による、海外に向けた山形の存在感

の向上 
 外国人の山形県関係人口創出と国内外との交流促進 

 新型コロナ収束後に増加が見込まれる在住外国人への

支援、多文化共生社会の実現に向けた取組み 

 YAMAGATA Youth Summit 2023 の開催  オンラインを活用した若者同士の交流機会の創出を更に拡大 

 海外技術研修員（南米海外県人会）受入の再開 

 在住外国人、留学生を対象とした山形の魅力体験ツアーの開催 

 外国人総合相談ワンストップセンターの運営 

 日本語教育に関する実態調査と日本語教育推進に係る

基本的な方針の策定 

○YAMAGATA Youth Summit 2022 の開催 

・オープニングイベント（全編英語） 

・エリアセッション（県内４地域：尾花沢・米沢・酒田・鮭川） 

・リアルとオンラインのハイブリッド型開催 

 リアル 138 人＋オンライン 1,461 回再生＝計 1,599 

■山形県と繋がりのある様々な外国人を巻き込んだ交流機会の確保 

○次代を担う若者による交流（オンライン） 

・米沢興譲館高校とコロラド州スモーキー・ヒル高校 約 50 人 

・山形中央高校とパプア州立スポーツ高校 約 70 人 

・天童市の小学校からコロラド州小学校へ花笠プレゼント 100 個 

○在住外国人バスツアーの開催 

・初夏、夏、秋、冬の４回開催 

・対象者：県内で働いている外国人延べ 64 名参加 

○南米県人会の次代を担う若者との交流 

・山形七中生徒とブラジル人（16 歳） 

・大石田中生徒とペルー人（20 歳） 

○国際交流員による出前講座等 40 回 

■留学生と地域住民とのふれあいの創出 

○外国人総合相談ワンストップセンター運営 

○災害時外国人支援連携協会事業の実施 

 ・外国人支援サポーター育成研修（東根、新庄）30 名参加 

 ・新庄市を会場とした災害時外国人支援訓練 

（外国人、サポーター等）30 名参加 

 ・災害時外国人支援セミナー（山形市）33 名参加 
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外国人人口は過去最高を記録。今後も

就労者を中心に増加が見込まれる 
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講座数及び定員数を減らしたことに

よる参加者数の減少 

水際対策の緩和により徐々に回復傾向 全国的にも最下位クラス。留学生拡大

に向けた対策が必要 

県内受入企業の増に向けた取組みが

必要 
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オープニングイベント 鮭川村会場内 

○日本語ボランティア育成研修への支援 

 ・東根市国際化推進協議会 

 ・米沢市国際交流協会 

■在住外国人が日本語を学ぶ機会と教育 

 の質の確保 

パプア州とのオンライン交流 

模擬避難所での聞き取り 

H30   R1      R2     R3     R6 

目標 
13,300 人 

目標（累計） 
12,000 人 

H30    R1    R2     R3     R6 

目標 455 人 目標 25% 

資料１－１ 


